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広東省原子力発電所の

所外緊急事態対応



1、広東省原子力発電状況

2、事故予警システム

3、事故予防システム

広東省原子力発電所の場外緊急事態対応状況



広東省原子力発電状況



広東省原子力発電状況

大亜湾/嶺澳核電所（6台百万Ｋ

Ｗ ＰＷＲ）

位置：深圳市龍崗区大鵬街道，

中国内の現在設置設備容量で最

多基の原発基地。其中で大亜湾

核電所２台百万ｋW設備，年発電

能力は150億ｋWｈ近くあり；嶺澳

核電所一期、二期両核電所，各

設置設備は2台の百万ｋW原子力

発電。

運転中原子力発電所
最初に海外技術導入



陽江核電所：中国第１段階の原子炉6基１００万ｋW，採用

CPR1000技術，一期プロジェクト：1、2号機２008年施工建設開

始，予定計画：2013年2月建設完了し、燃料初装荷

建設中原子力発電所

広東省原子力発電状況



台山原子力発電所：175万ｋw4基の原発を建設中，現在世界に３基建設中

のEPRの１つで、国内唯一のEPR技術採用の原子力発電所。一期プロジェ

クトは1、2号機を2009年施工建設，計画予定では2013年年末建設完成

し、燃料を初装荷。

台山原発
現場鳥瞰図

広東省原子力発電状況

建設中原子力発電所



事故予報警報システム

予報警報システム



原子力発電
事故予警システム

一系統で２基管理

一套系统两套机制

予報警報システム



大亜湾／嶺澳原子力発電所は機能がそろったγ線自動監視測定系

統を合理的に配置した。

γ線自動監視測定系統は11のγ放射線自動監視測定点と9の自動

気象ステーションからなり，実時間で監視管理し、大亜湾／嶺澳原子力

発電所周辺の日常放射線環境変化を掌握し、直ちに正確で信頼でき

る監視測定データを提供して原子力発電所の異常情況の早期警報任

務を担っています。

原子力発電事故予警システム

予報警報システム



陽江、台山原子力発電所に対して、広東の西地区の

原子力発電所を覆う ２セットの自動γモニタリング

系統、システム監視管理と警報システムを統合的に

計画配置した。

原子力発電事故予警システム

予報警報システム



1つの専門環境放射線モニタリング部隊を創

立し、原子力発電所の排気口排気ゾル、管

理排水、ダスト、水蒸気、地下水、ダム水、

海水、未開墾土、海底沈下物、野菜、動物、

淡水魚、植物と海産物など多種タイプの試

料を採取し、監視測定を行って、異なった

場所、種類と時間の異サンプルの分析値と

対比して、周辺の環境の変化を掌握して、

原子力発電所の運転異常を掌握している。

動態人工監視管制体制

予報警報システム



原子力発電所は広東省核安全管理機構に対して、

核安全状況の早期通報が必要である。通報内容

は、マスコミ媒体や一般社会公衆から出された原

子力発電所で発生した地震、台風、火災、人身事

故などの広範な一般運転事故関連のものを含む原

子力発電所の核と放射線安全構成への影響及び

運行事象と事故クラスである。

原子力発電所安全情報緊急通報体制

予報警報システム



事故予防体系
Ø組織機構
Ø施設設備
Ø法規ガイド
Ø訓練演習
Ø宣伝教育
Ø情報公開



組織：広東省人民政府、関連市人民政府、省関連部門、国家

駐マカオ関連組織、中国広東核電集団，合計35のメンバー組

織機構，39名の委員；

緊急組織：所蔵下部機関 １事務所（省の原子力管理事務

所）、1専門コンサルタント班、12原子力緊急小集団、関連市原

子力緊急事務所

広東省民用原子力施設原子力事故予防と緊急管理委員会

予防体系 組織機構



予防体系 組織機構



深圳市 原子力緊急：

日常作業は深圳市核緊急事務所が請負い，

共11の核緊急行動チームを設立。

恵州市 原子力緊急：

日常作業は恵州市核緊急事務所（恵州市環保

局)が請負，4つの核緊急行動チーム（汚染

除去、治安、医療、監視測定チーム）を設立

した。

東莞市 原子力緊急：

専門の核緊急組織成立はまだなく，日常核緊

急作業は省の各核緊急チームと東莞市関連

部門連絡と協調して実施する；核電所事故

緊急対処は省の核緊急指揮部と直接、東莞

市政府と連携、協調・指揮で行う。

予防体系
大亜湾/嶺澳 原子力発
電所オフサイト緊急組織



大亜湾/嶺澳 原子力発電所組織機構
予防体系



陽江原子力発電所
オフサイト原子力緊急組織

陽江市原子力緊急：

2010年10月成立陽江市

核管委，日常作業は陽江

市核緊急事務所（陽江市

環境保護局）が引き受

け，10の核緊急行動隊を

設立した。

江門市原子力緊急：

2009年11月江門市核管

委を設立した，日常作業

は江門市核緊急事務所

（江門市環境保護部)が引

き受け、十二の核緊急黄

道隊を設立した

陽江原子力発電所烟羽緊急計画区

予防体系



台山原子力発電所
オフサイト原子力緊急組織

珠海市原子力緊急：

2009年珠海市核管委を設

立し、日常作業は珠海市

核緊急事務所（江門市環

境保護局)が引き受けた。

台山原子力発電所食入緊急計画区

予防体系
江門市原子力緊急：

2009年11月江門市核管

委を設立した，日常作業

は江門市核緊急事務所

（江門市環境保護部)が引

き受け、十二の核緊急黄

道隊を設立した



広東省原子力緊急指揮センターは核事

故緊急指揮である。広東省核応急

指揮センターの設備施設は、省核緊

急指揮大庁、総指揮室、副総指揮

室、省各核緊急小チーム指揮室、専

門家作業室、新闻情報室、事故後

結果予測評価センター（計算機室）、

通信室、秘密文章と资料室等を設

けている。

広東省原子力緊急指揮センター

予防体系 施設設備



空間地理デ
ータをもってキャ
リアーとなし、情
報融合を重点に
し、ガイドを主線
とし、放射線監測
を整合し、ソース
を保証し、ガイド
を計画し、結果の
評価等各類の核
緊急関連データ
ソースを核緊急
事態の日常管理
と事故緊急時に
補助政策を提供
する

広東省原子力緊急指揮プラットホーム

予防体系 施設設備



深圳市緊急指揮会議室

は地市が参加する核事故緊急

指揮部の所在地であり、テ

レビ会議システムを集成し、

省核緊急指揮中心と接続し、

市核緊急機関のテレビ指

揮を実現する

地市核緊急指揮センター

予防体系 施設設備



地点：深圳市龍崗区葵涌街道事務所，原発との距離は12.5ｋM。

施設設備：（1）現場各緊急力量工作室；

（2）テレビ会議系統、投影表示システム等，

省核緊急指揮センターと深圳市核緊急指揮センターとのテレビ連接を行う

大亜湾/嶺澳核電所事故現場指揮所

予防体系 施設設備



機動指揮所

職責：組織現場の協調に責任

を負う

緊急救援力量。

大亜湾/嶺澳核電所事故機動指揮所

予防体系 施設設備



緊急巡回測定車

緊急指揮車

緊急移動実験室

緊急車両

予防体系 施設設備



部隊指揮車

国家海洋局南
海分局

海上放射線監視
測定器

部
隊

巡测车

モニタリングポ
イント点省環境放射線セ

ンター

電子政務ネット

短
波

省原子力
緊急指揮
センター

放射線巡回
測定車

放射線巡回測定
車

軍地巡回測定システム

施設設備予防体系



条例：

（1）《广东省民用核设施核事故预防和应急管理条例》；

（2）《广东省核应急预案》。

広東省原子力応急法律法規

予防体系 法律法規ガイド



Ø 《広東省原子力発電所場外

緊急ガイド（計画）》（総冊）

広東省原子力緊急計画

予防体系 法律法規ガイド



Ø 《大亜湾/嶺澳核电站场外应急预案（计

划）》（第一分册），34个程序；

Ø 《陽江核電站场外应急预案》（第二分册）；

Ø 《台山核電站场外应急预案》（第分三册）。

法律ガイド予防体系



Ø 1993年10月，広東省第一次核事故応急演習。

Ø 1995年11月，広東省第二次核事故応急演習；美国、

香港及浙江观摩了本次演習。

Ø 2000年2月28日 ，広東省第三次核事故応急演習。

Ø 2001年12月5日，広東省第四次核事故応急演習。

演習訓練

広東省暦年挙行所内外聨合緊急演習

予防体系



• 2008年1月10日，広東省テロ襲撃事件が引
き起こす原子力発電所事故緊急指揮系統演
習を挙行した。

広東省 第五次核事故所内外連合緊急演習

演習訓練予防体系



2010年3月30

日，嶺澳核電所二

期燃料装荷前聨合

緊急演習を挙行し

た。

広東省第六次核事故所

内外聨合緊急演習

演習訓練予防体系



• 2013月2月28日，陽江核電所将進行首次

装料運行，広東将于2012年年末挙行陽江

核電所首次装料前聨合応急演習。

• 重点演練了新建核電地市級核応急組織快

速響応能力，初步探索日本福島核電事故

後，核緊急隊伍応対複数炉事故の核緊急

救援能力。

広東省第七次核事故所内外聨合緊急演習

演習訓練予防体系



• 毎月組織12ヶ核緊急組織、深圳市、大亜湾核電所

進行2次テレビ会議通信演練。

• 有核応急任務的地市至年度少要組織一次以上全

市通信演練

日常訓練演習

演習訓練予防体系



• 《核輻射安全防護知識問答》

を編成し，并て組織工作人

員と専門家が汽車駅等に行

って、書籍を無料配布し、現

場で核輻射防護知識を解

説；

• 組織は《核電与核緊急知識

手册》を編集印刷した

宣伝 PR

《核輻射安全防護知識問答》公益贈書現場

予防体系 宣伝訓練



• テレビニュースとイン
ターネット等の報道宣

伝を通じて、核緊急知

識を普及

• 核電所周辺で核安全科
学知識の普及解説学

校を実行、社区、工場

活動で核緊急知識宣伝

を強化実施した；

• 定期的に組織公衆の核
電所見学を実施し、原

子力エネルギー利用知

識普及を増強

宣伝

予防体系 宣伝訓練



• 広東省核管事務所は每年国内権

威専門家を招聘し，省広東核管委

委員と連絡員に対して、原子力発

電基本知識、原子力発電所立地、

所内外緊急準備、輻射衛生防護、

危機管理、核医学等方面の知識教

育訓練を展開した。

• 各ワーキンググループは専業教育

訓練と緊急ガイド知識教育訓練を

展開した

教育訓練

宣伝訓練予防体系



環境保護部2011年4月発布の《環境保護部（国家核安全局

）核与輻射安全監管信息公開方案（試行）》等関連ガイドに

基づき，広東省環境保護部（省核管事務所）は《広東省環

境保護庁核与輻射安全監管信息公開方案実施事務法》を

編成した

中広核は《核電所与輻射信息報告与公開制度》を制

定、会社の外部ネットで速やかに0級以上の原子力発電所

非緊急事件（事故） 情報を公開

香港マカオ原子力緊急協力予防体系



毎日すぐに核電所周

辺モニタリングデータを

環境保護部へ報告送付

。環境保護部ネットで統

一発布。

予防体系 信息公開



大亜湾核電所定期公布運転データ

稼働率 能力因子

放

射

線

防

護

工

業

安

全

予防体系 信息公開



大亜湾核電所毎月運転事件情報を公布

信息公開予防体系
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